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      問題と目的      

 近年，日本における児童虐待対応件数は年々増

加しており，令和 4年度には 21万件を超える対

応が行われた（厚生労働省，2024）。こうした背

景には，養育者の育児に対する不安やストレスの

蓄積が一因として挙げられ（子ども家庭庁，

2024），これらを軽減するための支援策が求めら

れている。社会的支援は整備されつつあるもの

の，すべての養育者がそれを活用できるわけでは

なく，援助を求める姿勢そのものに個人差が存在

する可能性がある。 

先行研究では成人愛着スタイルが育児不安や否

定的感情と関連し（塚本，2021），不安定な愛着ス

タイルを持つ親ほど他者への援助要請を避けやす

いことが示されている（藤岡・清水，2016）。また，

被援助志向性（Mizuno＆Ishikuma，1999）やセルフ・

コンパッション（Neff，2003）は，育児ストレスの

緩衝要因として注目され，いずれも心理教育や介

入によって変化し得る可塑的資源とされている

（本田他，2020； Ferrari et al.，2019）。一方

で，成人愛着スタイルの不安定さ（すなわち愛着不

安や回避傾向の高さ）がこうした保護因子を低下

させることも報告されている（Joeng et al., 

2017）。 

しかし，これらの関連については母親を対象と

した研究が中心であり，父親に焦点を当てた実証

研究は乏しい。さらに，これらの要因を統合的に扱

い，性別差に着目した媒介調整モデルとして検討

した研究はほとんどみられない。そこで本研究で

は，成人愛着スタイルが育児否定的感情に与える

影響について，被援助志向性とセルフ・コンパッシ

ョンの媒介的役割，および性別による調整効果を

検討し，父母別に構造を明らかにすることを目的

に調査を行った。 

 

方法 

 本研究は，調査時点で未就学児を養育する父親

および母親を対象として実施した。データ収集は，

①調査ソフト Qualtrics を用いた Web調査，②Web

調査委託企業「株式会社クロス・マーケティング」

が保有する調査パネル「QIQUMO」を活用したオンラ

イン調査の 2 手法により行った。調査票は，フェ

イスシートのほか，成人愛着スタイルを測定する

一般他者を想定したアタッチメントスタイル尺度

20項目短縮版（ECR-GO20J；Inagawa & Kato, 2023；

中尾・加藤, 2004），被援助志向性尺度（本田他, 

2011）を援助対象別（パートナー・家族・支援者）

に修正したもの，セルフ・コンパッション尺度 12

項目短縮版（SCS-J-SF；有光, 2016），および育児

への否定的・肯定的感情尺度（荒牧, 2008）で構

成した。最終的に 224 名から回答を得たが，回答

の欠損や基準未満のデータを除外し，男性 105名・

女性 102 名の計 207 名を分析対象とした。変数間

の関連を検討するため，相関分析，階層的重回帰分

析，および調整付き媒介分析を実施した。調整付き

媒介分析には PROCESS Macro for SPSS（Version 

4.2；Hayes, 2022）を用い，間接効果の有意性は 

5,000 件のブートストラップサンプリングに基づ

く信頼区間（95%CI）によって検定した。その他の

統計解析は，HAD（ Version 18；清水，2016）を用

いて行った。 

 なお，本研究は明治学院大学心理学研究科倫理

審査委員会の承認（承認番号：2024012）を得て実

施した。調査に先立ち，参加者には説明文書を提示

し，電磁的に同意を得た上で回答を依頼した。 

 

        結果 

 相関分析の結果を Table1に示した。階層的重回

帰分析（Table2）では，育児否定的感情を従属変数

とし，共変量を統制した上で，Step 2 で成人愛着

スタイルを投入したところ，強い正の関連が得ら

れた（β = .51, p < .001）。続いて Step 3・4 で

セルフ・コンパッション（SC）および被援助志向性

を追加すると，成人愛着スタイルの係数は β 

= .26（p < .001）に減弱し，支援者への被援助志

向性（β = −.21, p = .012）は有意な負の関連を

示した。SC も負の関連を示したが，統計的には 

10％水準での傾向に留まった（β = −.12, p 

= .079）。このように，Step 2 から Step 4 にか

けて成人愛着スタイルの係数が低下したことは，

部分的に共通分散を有していることを示唆する

（Joeng et al., 2017；Mizuno & Ishikuma, 1999）。

そこで，階層的重回帰で係数減弱を確認した後に

媒介分析へ進むという手順をとった Carbone et 

al. (2025) の方法に倣い，本研究でも PROCESS 

Model 8 を用いて父母別の媒介構造を検証した。 

 調整付き媒介分析では，成人愛着スタイルから

育児否定的感情への影響において，SC および被援



助志向性が媒介するかを父母で比較した。父親で

は，家族および支援者への被援助志向性を介した

間接効果が有意であり（Table3），直接効果は有意

ながら効果量が低下しており（b = .290, p < .001 

→ b = .219, p < .001），部分媒介が示唆された。

母親においては，家族および支援者への被援助志

向性による間接効果が有意であり（Table3），成人

愛着スタイルの直接効果は非有意となり（b = .290, 

p < .001 → b = .096, p = .086），完全媒介が示

された。なお，男女ともにパートナーへの被援助志

向性および SC を介した経路は有意ではなかった。 

 

考察 

 研究では，成人愛着スタイルが育児否定的感情

に与える影響を，被援助志向性および SCを介する

調整付き媒介分析により検討した。その結果，被援

助志向性（支援者・家族）を介した間接効果が父母

ともに有意であり，母親では完全媒介が，父親では

部分媒介が示された。これにより，援助を求める姿

勢と育児感情との関連には，性別により異なる構

造があることが示唆された。 

 母親においては，家族や支援者への援助志向性

が成人愛着スタイルと育児否定的感情をつなぐ主

要な経路となっており，外部支援の活用が心理的

適応に直結しやすいことが示唆された。一方，父親

においては，援助志向性を介した影響も見られた

が，直接効果も残存しており，援助要請以外の要因

の関与が示唆された。近年の研究では，父親の育児

自己効力感（Li & Wang, 2024）や夫婦関係満足度

（Chen et al., 2023）が，愛着の不安定さと育児

ストレスの関連を媒介する要因として報告されて

おり，今回検討しなかった別の要因が媒介要因と

して存在する可能性が考えられる。 

 また，SC が媒介として機能しなかった点につい

ては，SC は自分への優しさや非批判的態度といっ

た内的リソースであり，ストレス反応を緩衝する

効果があるものの，被援助志向性のように外的な

行動を伴う即効的な影響とは異なり，心理的調整

を通じて徐々に効果が現れる資源であることから

（Neff, 2003；Santos & Moreira, 2025；Egan et 

al., 2024），横断的な調査の枠組みでは影響が十

分に検出されなかった可能性がある。今後，SC の

効果をより正確に把握するためには，介入研究や

縦断データを用いたモデルによる検証が必要であ

る。 

 以上より，本研究は，成人愛着スタイルと育児否

定的感情との関連において，被援助志向性とセル

フ・コンパッションを同時に扱い独立した効果を

検討したこと，そしてその効果に父母差があるこ

とを示した点に意義がある。今後は，育児自己効力

感や夫婦関係満足度，役割葛藤などの変数を含む

多変量モデルの構築を通じて，より実践的な支援

介入へとつなげることが期待される。 
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付記 
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情の関係における被援助志向性およびセルフコン
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われた。 

 

Table1.相関分析 

 

Table2.階層的重回帰分析 
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